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本節では、令和4年9月に運用を開始し、令和5年5月にGPVの試験配信、同年7月に
正式配信を開始した日本域高潮モデルの予測時間延長について述べる。

変更の概要は以下のとおりである。

令和4年3月のMSM更新に伴い、00, 12UTC初期値のMSMの予測が51時間から78時
間に延長されたことから、日本域高潮モデルでもMSMの78時間予測を用いた予測時
間延長を実施した。3時間ごとの初期値時刻のうち、他の初期時刻の予測時間は39時
間に据え置いている。

これに加えて、以下の変更を適用している。

・初期値作成時のMSMの大気要素の時間内挿方法を変更

・台風ボーガス計算での台風内挿手法を2次元平面を仮定したスプラインから球面スプ
ラインに変更

・海面気圧平年値を JRA-25 から JRA-3Q に変更
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これらの変更点のうち、②ではこれまでの手法においては初期値が過小となる場合
があり、急激な潮位偏差の変化を表現しにくかった。そこで、対象初期値の1時間前ま
では前初期値の大気予測値を用いるように変更することで、予測精度に悪影響を与え
ることなく、従来の過小表現を改善した。

変更点③では、従来の2次元平面を仮定したスプラインによる方法では、高緯度ほど
曲率の影響が大きくなった。これを球面に沿って進路を設定する手法（球面スプライン
の利用）へ変更することによって、より適切に補間できるようになった。

変更点④（図略）では、これまで吸い上げ効果の算出に用いる気圧の基準値として、
JRA-25 による海面気圧平年値（1981～2010年平均）を使用してきたが、これをJRA-
3Qによる1991～2020年平均の平年値に変更した。この影響は軽微と考えられる。
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今回延長した67～78時間予測の精度（図の右列）は、25～39時間予測（左列）の精
度と比べて予測時間の増加に伴う低下はあるものの、大きくは乖離しておらず、予測
時間を延長しても一定の精度が確保されていることが分かる。また、25～39時間予測
で変更前後の予測精度を比較すると、変更による改善傾向が見られる。これにはMSM
の変更による改善も影響しているものと考えられる。

さらに、台風ボーガスを用いたメンバーでの延長予測時間の精度（図略）についても、
予測時間の増加に伴う低下傾向はあるものの一定の精度が確保されている。
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図は潮位偏差の予測値と観測値の散布図を示す。

変更後の25～39時間予測と67～78時間予測を比較すると、予測時間の増加に伴う
精度の低下は見られるものの、大きな乖離はなく、予測時間を延長しても一定の精度
が確保されていることが分かる。25～39時間予測において変更前後を比較すると、変
更後には分布が対角線に近づく（予測精度が改善する）傾向が見られる。
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